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　今年に入って、焼却施設の煙に含

まれている「ダイオキシン」が、何

かとテレビや新聞でとり上げられて

います。焼却施設に対する法律の規

制も変更されつつあり、注目度が上

がっています。

　事業系のゴミだけでなく生活から

排出されるゴミも含め、焼却処理を

する比率は年々増加し、89年には

73．9％までになりました。収集し

たゴミの70％以上を焼却している

国は世界でも数少ない存在です。良

いか悪いかは別として、焼却処理の

利点である「衛生的、かっゴミ量の

容積減量」には貢献していることに

なります。

　の
　ダイオキシン類は、有機塩素化合

物を製造する工程でできる副産物

で、廃棄物などを燃焼する過程で意

図せずにできてしまうことがありま

す。発生源は多岐にわたるため、特

定することは困難です。また毒性が

強く、発ガン性・催奇形性・免疫毒

性・生殖毒性等が実証され、ふつう

の環境では分解されにくいこともわ

かっています。

　では、焼却施設のどこでダイオキ

シンが見つかっているのかという

と、集塵機の灰の中です。700度以

上で燃焼した場合は見つかりにくい

のですが、300度付近で運転する電

気集塵機の中では確認されていま

す。完全燃焼せずに残った未撚成分

が集塵機を通過する際、温度・触媒

等のある条件がそろうと、燃焼によ

って発生した塩化水素と反応してダ

イオキシン類が生成されます。温度

が発生のメカニズムに大きな役割を

果たしていることは明らかなので、

その対策として種々の技術が用いら

れていますが、焼却施設の多いわが

国では、それが適当なものなのかど

うかが問題になりっっあります。

　国土の少ないわが国では、埋め立

て処分場をできるだけ長く使うこと

がとても大切なことであり、その前

処理として焼却は不可欠なものです

が、そこには様々な問題があるのも

事実です。

　こうした状況の元では、回収した

ものを原料化してリサイクルを進め

ていこうとする動きが活発になるの

も、当然かもしれません。しかし、

ゴミとして集められたものを原料に

するには、分別して原料に近づける

という手間のかかる作業を経なけれ

＊一般にダイオキシンと呼ばれているものには、ポリ塩化ジベンゾパラダイオキシン（PCDDs）

と、ポリ塩化ジベンゾフラン（PCDFs）があり、この二つの総称がダイオキシン類（DXN）です

ばなりません。現在出されるゴミは

非常に分別状況が悪く、そのための

コストが非常にかかることもあり、

リサイクルして作った原料を使う

と、価格の高い製品になりがちで

す。原料化処理の過程で、さまざま

な汚染物質が排出されることも考え

られます。また忘れがちですが、こ

、うした処理の過程の大部分は無料で

行われているわけではなく、自分た

ちが払った税金が使われていること

も意識しておかなくてはいけないこ

との一つでしょう。

　闇雲にリサイクルすればいいので

はなく、これらのことも頭において

進め方を考えていかないと、リサイ

クルは窮地に追い込まれ、さらに

「みず・くうき・つち」を汚染するこ

とにもなってしまうのではないでし

ょうか。　　　　　　　　　　（武松）



　
前
号
で
日
資
連
（
日
本
再
生
資

源
事
業
協
同
組
合
連
合
会
　
回
収

業
者
の
組
合
）
が
続
落
す
る
古
紙

価
格
に
抗
議
す
る
た
め
に
行
っ
た

決
起
大
会
の
模
様
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
決
起

大
会
に
先
駆
け
て
、
製
紙
メ
ー

カ
ー
2
1
社
に
対
し
て
出
さ
れ
た
、

公
開
質
問
状
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
す
。
結
果
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
た
2
1
社
の
う
ち
、
回

答
が
あ
っ
た
1
9
社
の
も
の
を
集
計

し
ま
し
た
。
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低
国
古

国民・社会全体が分別・コスト負担すべき

　自治体がゴミ処理費として一部負担すべき

　　発生源（加工業者など）が負担すべき

　　　　　　　　古紙回収作業は現在の
　　　　　古紙業界でなければできない
地域特製に応じた仕組みの中で決まってくる

　国際価格に見合った古紙価格の仕組みを
　　　　　　　供給業界も考えてほしい

　　　　　　　　　　　　無回答など
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1
．
現
行
の
古
紙
価
格
で
は
、
回

収
だ
け
で
な
く
加
工
流
通
コ
ス
ト

も
得
ら
れ
な
い
。
ど
う
思
い
ま
す

か
？4
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2
．
今
後
古
紙
回
収
は
誰
が
コ
ス

ト
負
担
し
、
誰
が
作
業
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
か
？
（
複
数
回
答
）
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質問状を送付した製紙メーカー
●用紙メーカー（新聞用紙中心に製造）

日本製紙・大王製紙・三菱製紙・丸住製紙・

中越バルブ工業
●板紙メーカー（段ポール中心に製造）

セッツ・レンゴー・三興製紙・興亜工業・中
央板紙・東海パルプ・日本紙業・高崎製紙・

丸三製紙・東北製紙・愛媛製紙・大和板紙
●両方扱っているメーカー
王子製紙・大昭和製紙・北越製紙・大坂製紙

　　　板紙メーカーとしては目一杯
用紙メーカーの使用を増やしてほしい

　　現在の利用率がピークだと思う

再生品に対するユーザーの理解が必要

　　　　　　　古紙利用促進研究・
　　　　新規用途拡大などの必要性

　　　　　消費者の「白さ」への
　　　　　　こだわりがあり難しい
　　　　　古紙利用促進へ経済的・
　　　　　　　法的誘導策が必要

　
本
調
査
に
よ
っ
て
、
両
業
界
の

実
情
の
一
端
が
見
え
て
き
た
よ
う

に
も
思
う
が
、
市
民
団
体
や
回
収

業
界
の
今
ま
で
の
役
割
を
十
分
に

　
こ
の
結
果
に
対
し
て
、
日
資
連

か
ら
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
古
紙
回
収
業
界

の
厳
し
い
現
状
が
伝
わ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

4
．
現
在
の
古
紙
盗
用
率
を
ど
う

評
価
し
ま
す
か
？

9

　現在満杯で
積み増しは無理

多少スペースあり
積み増しを実施中

　　無回答など

製品を輸出している

　　　　　　製品を輸入している

　　　　　＊古紙を輸入している

　　　段ボール原紙の輸入が増え
国内メーカーの生産を圧迫している

　　　　　　　　実績なし及び
　　　　　　　　　無回答など
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3
．
現
在
の
在
庫
量
は
？
積
み
増

し
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
1
6

5
．
貴
社
及
び
関
連
企
業
の
古
紙

や
紙
製
品
の
輸
出
入
の
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
1
0

＊古紙の輸入・輸入古紙はバージンパルプの代用として使われています。日本の古紙は何度も再生され弱いため、アメリカなどから輸入
した繊維の長い古紙で補強することがあります。

2
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理
解
し
て
頂
け
な
い
こ
と
を
痛
感

し
た
。
1
。
行
政
の
助
成
や
企
業
よ
り
逆

有
償
を
受
け
ら
れ
る
古
紙
は
、
全

体
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い

の
が
実
情
で
、
今
後
も
ゴ
ミ
の
有

料
化
が
進
ま
な
い
限
り
拡
大
が
困

難
な
こ
と
。

2
．
自
治
体
や
廃
棄
物
業
者
の
収

集
し
た
も
の
は
、
紙
ゴ
ミ
及
び
ミ

ッ
ク
ス
古
紙
の
域
を
出
な
い
こ

と
。3
．
1
6
0
0
万
ト
ン
の
製
紙
原

料
は
、
我
々
業
界
の
目
と
手
を
経

な
け
れ
ば
作
れ
な
い
こ
と
。

4
。
わ
が
国
の
回
収
機
構
が
崩
れ

れ
ば
、
国
際
的
に
古
紙
価

格
が
暴
騰
し
、
原
料
調
達

が
不
可
能
に
な
り
、
紙
ゴ

ミ
化
し
た
国
内
ミ
ッ
ク
ス

古
紙
を
分
別
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
起

こ
る
こ
と
。

5
．
製
紙
業
界
は
、
目
先
の

都
合
や
国
際
競
争
に
必
要

以
上
の
警
戒
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
最
も
安
価
な
製

紙
原
料
を
失
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
こ
と
。

6
．
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
社

会
構
築
に
、
心
血
を
注
ぐ
市
民

や
行
政
、
そ
し
て
回
収
業
者
を

敵
に
す
る
よ
う
な
行
為
を
改
め

て
、
ま
ず
国
内
古
紙
を
完
全
に

循
環
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

責
任
あ
る
行
動
を
示
せ
ば
、
国

民
は
製
紙
産
業
を
脅
か
す
よ
う

な
紙
製
品
輸
入
を
絶
対
認
め
な

い
。7
．
回
収
業
界
存
亡
の
危
機
は

急
務
で
あ
り
、
即
、
製
紙
原
料
の

質
的
・
量
的
供
給
不
安
定
に
な
る

現
状
を
直
視
し
て
、
製
紙
業
界

は
早
急
に
関
係
業
界
や
機
関
を

取
り
ま
と
め
、
解
決
に
動
き
出

し
て
ほ
し
い
。

　
　
「
古
紙
利
用
促
進
決
起
大
会
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様

　
・
撫

　　

@　

@　
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ﾆ
ル
て
集
め
た
古
紙
も
、

雛
撫
難
鐵
鱗
寵
ば
資
源
に
は
な
ら
ず
に

麟
難
羅
驚
翼
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」

全
原
町
「
古
紙
再
生
利
用
促
進
決
起
大
会
」

　
　
4
月
2
2
日
　
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
古
紙
価
格
の
低
迷
と
そ
の
結
果

お
き
た
古
紙
在
庫
の
増
大
は
、
回

収
業
者
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な

く
、
古
紙
卸
売
問
屋
に
も
厳
し
い

現
実
と
し
て
降
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。
古
紙
問
屋
の
全
国
組
織
「
全

馬
連
」
（
全
国
製
紙
原
料
商
工
組

合
連
合
会
）
で
は
、
そ
う
し
た
状

況
を
訴
え
る
た
め
に
、
4
月
2
1
日

決
起
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
古
紙
卸
売
問
屋
で
は
、

回
収
業
者
が
集
め
た
古
紙
を
年
間

1
6
0
0
万
ト
ン
ほ
ど
選
別
プ
レ

ス
加
工
し
て
い
ま
す
。
昨
年
春
以

降
は
、
自
治
体
の
行
政
回
収
に
よ

っ
て
集
め
ら
れ
る
量
が
増
え
た
こ

と
に
加
え
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
有

料
化
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
、

回
収
量
が
再
生
利
用
す
る
古
紙
の

量
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
そ
の

差
が
約
7
0
万
ト
ン
に
及
び
、
在
庫

」
量
は
毎
月
記
録
を
更
新
す
る
あ
り

さ
ま
で
す
。
一
方
で
、
古
紙
を
在

庫
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
も
う
限
界
に

達
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態

を
解
決
す
る
た
め
の
手
だ
て
は
、

古
紙
の
利
用
を
更
に
促
進
し
、
新

た
な
利
用
法
を
見
つ
け
る
以
外
、

現
状
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
次
の
点
が
問
題
と
し
て
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

1
．
回
収
の
活
発
化
に
よ
り
、
余

剰
が
増
え
た
こ
と
。
こ
の
余
剰
も

分
別
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、

多
少
は
用
途
を
増
や
せ
る
の
で
は

な
い
か
つ

2
．
行
政
が
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

出
口
ま
で
考
え
て
い
な
い
こ
と
。

そ
の
う
え
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
有

料
化
さ
れ
た
影
響
で
、
資
源
回
収

に
出
さ
れ
る
古
紙
の
量
が
増
え
て

い
る
。

3
．
再
生
原
料
と
し
て
最
も
扱
い

に
く
い
雑
誌
の
在
庫
が
非
常
に
多

い
こ
と
。
関
東
地
区
の
製
紙
メ
ー

カ
ー
と
取
り
引
き
し
て
い
る
問
屋

32
ﾐ
の
3
月
末
雑
誌
在
庫
量
は
、

扱
い
高
の
6
3
％
を
占
め
て
い
る
。

4
．
古
紙
利
用
に
つ
い
て
の
法
制

化
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
混

入
率
の
規
定
や
（
日
本
で
は
一
％

で
も
混
入
し
て
い
れ
ば
再
生
紙
と

表
示
で
き
る
）
、
古
紙
の
利
用
促

進
・
優
遇
税
制
を
行
う
こ
と
。

　
新
た
な
利
用
法
も
、
下
水
処
理

の
際
ほ
ぐ
し
て
混
ぜ
る
・
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
補
強
剤
・
農
業
用
マ
ル

チ
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
古
紙
の
使
用
が
飛
躍
的
に

伸
び
る
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
約
7
5
0

名
と
多
く
、
会
場
に
入
り
き
れ
な

か
っ
た
2
5
0
名
は
、
ロ
ビ
ー
の

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
会
場

の
様
子
を
見
る
ほ
ど
で
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
も
多
数
見
受
け
ら

れ
、
わ
ず
か
ず
つ
な
が
ら
も
厳
し

い
状
況
が
伝
わ
っ
て
い
る
手
ご
た

え
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
選
別
プ
レ
ス
加
工
　
紙
を
種
類
ご

と
に
選
別
し
て
圧
縮
加
工
す
る
こ
と

一
つ
の
塊
が
ー
ト
ン
ほ
ど
に
な
る

3
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　四十代の終わりにさしかかった

このごろ、目の疲れがひどくなっ

てきました。読み書きが少し過ぎ

ると、もう目をあけていられない

くらいです。そして太陽の光がま

ぶしくてたまらない。ここ九州で

はやはり日ざしが強いようです。

越して来る直前に、神奈川のロー

ランド＝モリーナ会のシンポジウ

ムで手に入れたサングラスを、昨

夏から愛用しています。横窓つき

で、紫外線をカバーする率の高い

というオーストラリア製です。

　シンポジウムの講師によると、

日の光をまぶしいと感じたら、紫

外線の影響を受けているのだとか。

紫外線は蓄積し、目だと白内障の

原因になり、運転手やキャディ、漁

や畑に出る人は危険率が高まりま

す。サングラスというと、レイバ

ンだのレノマだの、高くて小さい

のがはやっていますが、乱反射す

る紫外線をカバーするにはあまり

役に立ちません。むしろ瞳孔が開

いているから、よけいに吸収して

しまうんですって。

おすすめグッズ～汚染の時代に～

りV対策サングラス
　　　　　　　　　　ササキミチコ

　でも横浜のように大気の汚れた

都市は、チリが多くて紫外線が弱

まるそう。空気のきれいなところ

はその逆。どこに住んでいても汚

染からはまぬがれないということ

なのですね。オゾンホールによっ

て生物に有害な紫外線が近年強ま

ってきた大きな原因として、フロ

ンガスの大気放出があります。日

本はUSAに次ぐ大量消費国であ

り、自治体他による廃棄フロンの

回収がようやく行われるようにな

りましたが、すでに大半は放出さ

れてしまっています。

　ローランド＝モリーナ会は、横

浜周辺の学生や社会人など若いメ

ンバーを中心とする、フロン問題

をテーマにした会です。ストップ

フロン法制定に向けて環境派議員

に働きかけたり、様々なイベント

に出向いてアピールしたりと、と

にかくテクティブ。96年のシンポ

ジウムでは、『これからのアウトド

アライフ』と題したファションシ

ョウがありました。子どもたちが

ひさしのついた帽子をかぶり、サ

ングラスに長袖で登場しました。

なんと赤ちゃんまでサングラスで、

悪い冗談みたいでしたが、オース

トラリアには幼稚園に日陰を作る

樹木や日覆いの設置を義務づける

自治体があるといいますから、問

題は深刻なのです。おすすめのサ

ングラスは外国製なのがちょっと

ひっかかりまずけれど、市販品に

は見かけない型ですし安いのがい

いです。かけてみると、ゆったり

圧迫感がなく、世の中が少し暗く

見え≦心が鎮まったところで行く

末など考えたりしています。

、

、

UV対策サングラス
領勲・

●リサイクル組合までご連絡ください

正し＆FAX　O45・316。5122
（サングラスのイラストはササキミチコさん）

ササキミチコ／一昨年から昨年にかけ

リサイクルデザインに「エコサイクル
12か月」を連載。「おすすめグッズ」

は隔月掲載しています。現在九州在住

●コ ピー用紙（新聞古紙go％の再生紙）
平成9年4月現在

サイズ 入数　　　　　　　　規格 1・2ケース 3・4ケース 5～9ケース
白（白色度70％） 2，100円 2，000円 1，930円A4 2500枚　　　　ピンク・イエロー・グリーン・サーモン

3，660円 3．480円 3，120円

白（白色度70％） 3，200円 3，180円 2．800円B4
2500枚　　ピンク・イエロー・グり一ン
@　　　　サーモン・パープル・ブルー

5．000円 4，800円 4，680円

B5 5000枚　　　　白（白色度70％） 3，200円 3，160円 2，780円

A3 1500枚　　　　　白　（白色度70％） 2，590円 2，560円 2，250円

●コンピュータ用紙（隊」9彫〉薪竸舌髭勝

．入数 規格　　　　5～9ケース
議文，ま横浜市資源リサイクル事業協同組△

口

2000枚 白（白色度60％）　2，900円 TEL　O45－316－4050 FAX 045－316－6050
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今
回
は
封
筒
を
型
通
り
に
作

る
よ
り
、
更
に
簡
単
な
封
筒
作

り
を
紹
介
致
し
ま
す
。
こ
れ
は

封
筒
を
従
来
の
よ
う
に
筒
形
に

作
る
の
で
は
な
く
、
中
身
を
一

枚
の
紙
で
包
ん
で
ラ
ベ
ル
封
印

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
こ
の
包
む
封
筒
は
、
封
筒
の

裏
側
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
き
れ
い

な
包
装
紙
等
、
何
か
ら
で
も
作

れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
▼
作
り
方

A
．
封
筒
の
裏
側
を
使
用
し
て
．

ω
　
封
筒
の
裏
側
を
一
枚
の
紙
．

と
し
て
使
用
し
ま
す
。
①
↓
④
・

の
順
に
た
た
み
な
が
ら
包
ん

で
、
ラ
ベ
ル
封
印
し
ま
す
。

②
　
ラ
ベ
ル
は
自
由
自
在
に
楽

し
め
ま
す
。

・
絵
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
切

り
抜
き
を
ポ
イ
ン
ト
封
印
と
し

て
貼
る
。

・
ラ
ベ
ル
を
大
き
な
帯
型
に
切

り
、
封
筒
全
体
に
帯
封
し
て
か

ら
帯
の
端
を
表
側
に
少
し
折
り

返
す
、
等
々
…
。

B
．
ビ
ニ
ー
ル
窓
の
あ
る
封
筒

ω
資
源
回
収
に
出
せ
な
い
ビ

ニ
ー
ル
窓
の
封
筒
。
こ
れ
こ
そ

せ
め
て
も
う
一
回
忌
す
て
き
に

再
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

②
　
こ
の
場
合
も
A
同
様
、
切

り
開
い
て
裏
側
を
一
枚
の
紙
と

し
て
使
用
し
ま
す
が
、
ビ
ニ
ー

ル
窓
を
思
い
き
っ
て
生
か
し
ま

す
。③
　
窓
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て

地球をまもる家事と工作／

C
．
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

ω
　
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
美
し
く

し
っ
か
り
し
た
紙
は
ま
ず
裏
側

の
白
い
方
を
先
に
使
用
し
、
二

回
目
に
表
を
使
用
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

聯
解
驚

搾
島
外
、

ベ
リ
・
　
イ

う
む
層
　
サ

　
　
　
　
　
コ
．

別
紙
を
切
り
貼
り
し
、
ビ
ニ
ー

ル
と
の
間
に
さ
し
絵
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
の
切
り
抜
き
を
ア

ク
セ
ン
ト
と
し
て
貼
り
つ
け
た

り
、
ま
た
時
に
は
押
し
花
を
入

れ
て
み
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
楽

し
め
ま
す
。

注
　
接
着
は
5
ミ
リ
幅
の
両
面

テ
ー
プ
が
便
利
で
す
。
失
敗
が

少
な
く
手
も
汚
れ
な
い
う
え
、

は
が
す
と
き
に
も
き
れ
い
に
は

が
れ
ま
す
。

②
／
　
　
い

　
　
謄

②

②　　　　　　　　④

　　　　　駅
　　　・　　　・　　1

＼糠「ζ
　　　　　　黒
　　　　　織駄　　　　醐

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　欝’
①　　　　　　　・牽
　包み方

る
・嘉

ポイント封印

帯封印

ビニール窓
アクセントを
入れる、

ビニール窓

再生紙を使ってみませんか1
私たちの資源回収で生まれた〈新聞古紙・上質古紙〉を含んだ再生紙です

地球環境を保護することにこだわり、環境汚染をなくすよう配慮して作りました。

再生紙を使うメリットは、省エネルギー・ゴミ減量・森林保護に役立ち、しかも経済

的なこと。私たちの願いは、地球の未来のために住みやすい環境を作ることです。

●リサイクルボーイ　トイレットペーパー（上質古紙100％の再生紙）

き

帰

陣響喋、．、、

　　　　　　　　　　擁
，就蒙摯

蕪　　　　‘・．

’，几甲藤　　酬　’　　ぢ　“．

さわったお尻は忘れない

サイズ 1ケースの戸数 規格 10ケース以下 11ケース以上

シングル（芯なし）　（1ケース8パック／1パック60一ル）48個　130m　1ケース3，360円　1ケース3．000円

＊上記価格は、1回のご注文につき1ケースあたり（各種・各サイズ込み）の価格です。消費税が別途かかります。
＊配送は、受注後2～3日以内（土・日は除く）。送料は無料です。10ケース以上のご注文については、別途ご相談ください。

5



生きビンウオッチング

、蟻
　生きビンモデル回収

生きビンウオッチング

回収の輪を広げよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　まさご　「ニッ谷エコサイクル館をつくる会」（染谷方子代

表）では、リサイクルの問題は自分たちにできる身近

なことから取り組んでいこうということで、生きビン

回収を盛んにする方法を昨年から調査していました。

そして3月24日、どれくらいの生きビンが集まるかと

いうモデル回収を、横浜市神奈川区高島で行いました。

この回収にはリサイクル組合に所属しているびん商

（資）井上利久商店が協力しています。参加世帯数は約

30世帯でしたが、事前の情報が行きわたっていなかっ

たためか、回収したビンは13本という結果でした。

神
奈
川
区
で
行
わ
れ
た
生
き
ビ
ン
の
モ
デ
ル
回
収

羅

捻魍

、醜

譲
灘黎磐灘

，
磯

しかしこれからも、月1回程度の割合で継続してデータ

をとることになっています。

　また、4月の2日・5日・16日には、神奈川区内20か

所のステーションで、横浜市の行う缶やビンの分別収集

の中に、生きビンがどれくらい含まれているのかを調べ

る「生きビンウオッチング」を行いました。4月2日は春

休みということもあり、お母さんたちに混じって子ども

たちも参加していて、生きビンを見分けるためにパンフ

レットを見ながら数える姿が目につきました。ビール

びんは自分で酒屋さんに戻す人が多いためか、ほとんど

見当たりませんでしたが、一升瓶や洋酒などの生きビン

数はかなり多いのがわかりました。3日間の調査による

分別回収の生きビン率は約14％でした。

　4月18日には報告会を兼ねたミニフォーラムを行い

ました。製造メーカー・回収業者・行政・市民が参加し

たパネルディスカッションでは、盛んに意見が交わされ

ました。その内容とメーカーに対して行ったアンケー

ト結果は、次号でご報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　、’轟轟一

　
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を

終
え
た
後
の
冷
た
い
ビ
ー
ル
が
お

い
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
以

前
は
晩
酌
の
ビ
ー
ル
と
言
え
ば
自

然
に
ビ
ン
の
ビ
ー
ル
を
思
い
浮
か

べ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
は
缶

ビ
ー
ル
し
か
買
わ
な
い
と
い
う
家

庭
も
増
え
ま
し
た
。

　
9
6
年
1
～
9
月
の
ビ
ー
ル
の
出

荷
量
を
見
る
と
、
ビ
ン
が
3
8
・
2

％
・
缶
4
7
・
8
％
・
樽
生
1
4
％

と
、
缶
が
ビ
ン
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
一
年
前
の
同
時
期
、

ビ
ン
の
割
合
が
4
7
・
1
％
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
急
激
に
缶
ビ
ー
ル

の
売
り
上
げ
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ン

の
大
半
は
業
務
用
と
し
て
飲
食
店

に
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
家
庭
で
ビ
ン
入
り

の
ビ
ー
ル
を
飲
む
機
会
は
か
な
り

減
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
ビ
ー
ル
ビ
ン
は
何
度
も
使
え
る

リ
タ
ー
ナ
プ
ル
ビ
ン
で
、
9
9
％
は

回
収
し
て
使
わ
れ
て
い
る
生
き
ビ

ン
の
優
等
生
で
す
。
年
間
三
回
転

と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と
、
7
～

8
年
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぴ
ん
と
缶
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

を
生
か
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
が

ら
、
お
い
し
く
ビ
ー
ル
を
飲
み
た

い
も
の
で
す
ね
。

38．2％

妙
↑
軌
、
b

｝
（
（

　
萬
（
（

　　　　鍛難：

　．、，　・撚
　謹「』羅

　あ
口置下札‘
　目配轟輪
　　霞　舞鰯

麟…・．萄

懸
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勿
観螺

齢

．議払滋1塩談議遜・・

訟暁署聯解騨轟講藁ジ

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
教

科
書
も
古
紙
を
使
用
す
る
方

向
に
な
り
、
古
紙
は
学
校
で

も
日
常
的
に
十
分
使
っ
て
い

け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
有
効
な
活
用
方
法
を
、

も
っ
と
も
っ
と
真
剣
に
考
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
環
境
や
消
費
生
活
等

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た

　
第
二
回
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
生
徒
と
と
も
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
い
勉

強
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
の
会
場

の
様
子
を
録
音
と
写
真
に
お
さ
め

た
資
料
や
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど

を
も
と
に
、
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の

問
題
点
を
環
境
福
祉
委
員
会
で
も

討
論
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
問
題

点
な
ど
を
壁
新
聞
に
し
て
生
徒
の

目
に
つ
く
所
に
貼
り
出
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
も
古
紙
回
収
の
現

状
が
い
か
に
苦
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
も

理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。
真
剣
に

壁
新
聞
を
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
古

紙
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
解
決
方
法
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に

　　　　！

〕〇二

　　　1ら

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、

ビ
ー
ル
な
ど
は
や
は
り
便
利
な
の

で
缶
に
な
り
ま
す
。
空
き
缶
は
回

収
に
回
し
て
い
ま
す
が
、
デ
ポ
ジ

ッ
ト
に
す
れ
ば
も
っ
と
回
収
率
は

上
が
る
は
ず
だ
し
、
回
収
に
携
わ

る
仕
事
も
事
業
と
し
て
成
り
立
つ

し
（
景
気
の
浮
揚
策
に
も
な
る
）
、

と
り
あ
え
ず
缶
ビ
ー
ル
や
チ
ュ
ー

に
つ
い
て
も
、
英
語
や
数
学
と
同

じ
よ
う
に
、
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
小
さ
い
時
か
ら
学
校
教

育
の
中
で
と
ら
え
て
い
く
必
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。

市
立
西
谷
中
学
校
環
境
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
貢
さ
ん

●
デ
ポ
ジ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
！

　
缶
の
飲
料
は
あ
ま
り
飲
ま
な
い

ハ
イ
か
ら
、
1
缶
5
0
円
ぐ
ら
い
で

デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
始
め
て
み
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
高

く
な
っ
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の

売
り
上
げ
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
こ
か
の

ビ
ー
ル
会
社
は
や
っ
て
み
る
気
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
横
浜
市
泉
区
・
昆
文
雄
さ
ん

＊
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
…
預
り
金
制

度
。
一
定
の
金
額
を
商
品
に
上
乗

せ
し
て
販
売
し
、
使
い
終
わ
っ
た

も
の
や
容
器
を
、
販
売
店
や
回
収

拠
点
に
戻
し
た
時
に
、
預
り
金
を

払
い
戻
す
制
度
。
日
本
で
は
ビ
ー

ル
ビ
ン
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
欧
米
で
は
飲
料
を
入

れ
る
容
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
目

的
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン

●
R
　
D
へ
提
案
し
ま
す

　
昔
に
比
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
人
は
だ
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
利
用

で
き
る
場
所
や
、
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
と
わ
か
ら
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
で
次
の

よ
う
な
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

①
具
体
的
に
す
ぐ
実
行
で
き
る

事
を
広
報
す
る

②
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

場
所
を
広
報
す
る

③
実
際
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も

の
を
広
報
す
る

（
例
え
ば
ア
ル
ミ
缶
2
缶
で
1
円

か
え
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
）

横
浜
市
港
北
区
・
小
川
み
ゆ
き
さ
ん

●
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
っ
て
…

　
で
き
る
だ
け
繰
り
返
し
使
う
こ

と
、
寿
命
の
長
い
も
の
が
環
境
に

や
さ
し
い
製
品
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
包
装
は
何
事
に
も
丁

寧
す
ぎ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
断

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
袋
が

た
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
近
く
の

八
百
屋
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
、

再
利
用
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
野
菜
な
ど
は
古
い
袋
で
よ

い
と
思
い
ま
す
。

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
・
甲
斐
麗
子
さ
ん

●
気
に
な
る
合
成
洗
剤

　
私
は
合
成
洗
剤
の
存
在
が
と
て

も
気
に
な
り
ま
す
。
何
年
た
っ
て

も
分
解
さ
れ
ず
に
、
川
の
水
の
中

に
残
っ
て
い
く
の
で
す
か
ら
。

　
今
は
、
入
浴
・
洗
濯
・
料
理
の

洗
い
物
、
す
べ
て
石
け
ん
に
切
り

替
え
て
い
ま
す
。
水
の
リ
サ
イ
ク

ル
も
大
切
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
。
合
成
洗
剤
も
石
け
ん
も
、
汚

れ
を
と
る
に
は
そ
う
性
能
は
変
わ

ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
メ
ー

カ
ー
の
宣
伝
効
果
で
し
ょ
う
か
。

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
・
島
森
泰
子
さ
ん

7



喫謬4㍊糠靴醜幽
月刊リサイクルデザインNo．33

ゼ・

品名

新聞

雑誌
段ボール

衣類くず

アルミ缶

買入価格＊

　　　　　　＊＊＊

1kg－1～0円

1kg　－3円＊＊

1kg　－3円＊＊

　　　　　　　＊＊＊

1kg－1～0円
一
円
＊
0

＊
ハ
∠

　
～019k1

跡　　〆　　鹸

　業者の売値
4／24日経新聞より

1kg 4円

1kg 0円

1kg 4円

1kg 4～5円

　・乃　　、　　　　配　まひ　電尉ジ欄ドー遇［1’繁E㍗嘗華’穂、「

　群響奪畿・愚謡，ぺ　ぎ∫　，。．こげ

灘麟紳瑚鍾慧
警＊鰍どな婦舎があ蝉ザ零墨掌紅｝誓多

、轡幣講論し騨鰹轡r

避欝騨翠轡繰

疑編繭蜘δ鉦細齢掲麟卿嶋：、

　　　　　　鍵

顕・劇融蹄

「腔憾回1！ば劉f三姫痩、熔

家憲鳶懇轡嚇灘離離驚簿霧離
　　　　離　癬1繁1

攣・擁壽、壷，堪「
　　　　　　　　　　　，一一一一1
媛：一謁ボ嚇　＿　　m

97年3月
　実績

　参加企業12社

17，140kg
回収地域は横浜駅西口・

新横浜の2か所

市内スーパー等

　　103店舗

47，170kg
（2，391，000缶）

壽　8　　＝＝二　一

　　　　　回

購謬

5，680kg

　　雲望＝一一鱒　置

．『　回　　－蓑璽

3月18日実施

80，920kg

》・ノ

㎡
P
轡

96年度
（平成8年度）

実績

　参加企業12社

158，140kg
横浜駅西ロ9社
新横浜3社

　市内スーパー等

　　104店舗

626，940kg
（36，476，000缶）

7t360kg 397，020kg

哨　　鱒　げ1尋『・。ダ

げノ

〔媒一

　　月刊リサイクルデザイン

　　　　　　No．33

　　　　　　●
　　発行日1997年5月15日
　　　　発行人中野聰恭
　　　　編集人宗村隆寛

　　　　　　●
　　　　　　発行所
横浜市資源リサイクル事業協同組合

〒220横浜市西区平沼1丁目33番1号
　　　東洋建物横浜ビル5階

　　TELO45・316●4050
　　FAX　O45・316・6050
　　　　　　●
　　　　　スタッフ
　　　山岡秀明・武松昭男
　杉山宜利・稲葉一由・一箇留美

　　　　　　●
　　ライター　島秀子・ササキミチコ

　　イラスト　いとうみき

編集・制作　よしのたかこ

　　　　　　●
　印刷　オリジナルプランニング

編集後記

◆原稿書くのも遅いけど、後記書

くのもけっこう大変。何書こうか

毎回悩んでいるうちに、しめきり

ギリギリになってしまいます。

　フォーラムの参加者からのお便

り、ありがたいです。一人でも多

くの方に興味を持っていただい

て、そこから少しずつ古紙問題を

考えてくださる人の輪が広がって

いくといいなと思っています。

　　　　　　　　　　（ドナルド）

「第3回りサイクルデザインフォーラム」

7月13日に開催することが決定しました。
内容は古紙に関するものになる予定です。

くわしくは次号でお知らせします。

バック｝シバー差しあげます。

送料のみこ負損ください。

お申し込みはお電話で。

岱045・31δ・4050担当竹澤

◎リサイクルヂザィン

磯a甕蔭彙ク当盤

リサイクルに関してわからないことがあっ

たら、FAXを送ってください（もちろん郵
便でもOK　6What’sリサイクル？”宛）。

』あなたの疑問をできるだけ早く解決します

（目標3日以内）。

ご質問には必ず住所・氏名・FAX番号を

お書き添えください。FAXの番号がない
とお返事ができないのでご注意を。

lli鱗舞
専用FAx　O45・316・5722
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